
「民間と市場の力を活かした防災力向上に関する専門調査会｣ 

市場・防災社会システム分科会（第三回） 

 

議 事 次 第 
 

 
日 時：平成１６年３月１２日（金） 

１５：００～１７：００  

場 所：虎ノ門パストラル「ミモザ」 

 
 

１． 開 会 
 

２． 議 事 
（１）委員提言：企業ヒアリング報告と提言 

    （アクセンチュア 中谷委員） 

（２）事務局：市場・防災社会システム分科会の今後の方向性 
 

３． 質疑応答・意見交換 
 

４． その他 
 

（配布資料） 

資料１：企業ヒアリング報告と提言 

資料２：市場・防災社会システム分科会の今後の方向性につい
て（案） 
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「企業ヒアリング報告と提言」                平成 16 年 3 月 12 日         

                            市場・防災社会システム分科会 
                            アクセンチュア 中谷 幸俊 
 
1. ヒアリング状況 
 
   01/07 ドコモ       災害対策室 
   01/08 東京理科大学    火災化学研究所 
   01/14 NTT 東日本     災害対策部 
   01/15 メインテック    経営者（神戸市被災経験者） 
   01/25 平塚市シンポジウム 語り部（神戸市被災経験者） 
   01/26 衆議院       議員（神戸市被災経験者） 
   01/29 イトーヨーカドー  渉外部 
   02/02 レスキュー・ナウ  経営者 
   02/03 東京ガス      防災・供給センター所 
   02/04 ニッポン放送    報道部 
   02/05 JR 東日本      安全対策部 
   02/05 東京電力      防災グループ部 
   02/09 金融 BCP セミナー 消防庁、日本銀行、Morgan Stanley、AIU/AIG 
   02/10 日本 IBM      セキュリテイーオペレーション本部 
   02/27 神戸防災未来館   訪館 
 
 
2. 報告 
 

（１） 被災経験者からのヒアリングから 
（２） ライフライン 5 社でのヒアリングから 
（３） 一般の企業, 有識者とのヒアリングから 
（４） 提言 

 
 
 
 

資料１ 
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3. 被災経験者からのヒアリング 
 

「30 分ほど前に地鳴りを感じた。突き上げられ、そしてストンと落ちた。横揺れが始まるとフライ

パンの上でウインナーソーセイジがかき混ぜられる感じだった。12 秒、テレビは 3m 飛んだ。腰

の上に本棚や家具が落ちてきた。厚手の布団で助かった。」（語り部） 

 
    ＜情報ソース＞ 

・ 被災者：建築会社の経営者、語り部、議員、神戸防災未来館 
    ＜被災時＞ 

・ 笛を体から離すな、懐中電灯必須、頭をかばえ 
・ 逃げ場と水の確保、公的避難場所への登録、ジャキーには軍手を縛り付けて 

    ＜被災直後＞ 
・ 被災直後は「動ける人」「手当ての必要な人」「亡くなった人」に大別 
・ 人命救助は 36 時間がメド 
・ 「動ける人」の関心は「家族の安否確認」 
    5:46 は不幸中の幸い：家族一緒で安否確認不要だった 
・ 「手当ての必要な方」洗う水なし->車動かず->歩く->病院へ 

非常時対応のうろたえ、トリアージ：軽症と重症、見た目に判らない重症 
・ 「亡くなった方」は葬儀所へ？誰が？何時？どこへ？どうやって？満杯？ 
・ 生き埋めで助け出された人も避難所移動した人も居場所不明 

    ＜数日後以降＞ 
・ 情報は車のラジオから、役立ったカセット・コンロ 
・ お風呂に入りたい->ローカル TV 有効：風呂屋、コンビニ、水の配給情報 
  NHK は大きな話のみ、同じ地域のみの放映で被災地では役立たず 
・ 自動車区分は大きな問題：緊急、救援物資、遺体を運ぶライトバン  
・ 食べるものは学校に山ほど、箸も山ほど、水の確保は大変 
・ 大きい仮設住宅地域へは救援物資どっさり、小さいところちっとも届かず 
・ 避難物資の搬送、保管、配布が混乱 ＝＞ 事前の取り決め要 
・ 4 日以内に人は家が欲しくなる 
・ 障害者の方々にとって健常者だけの場所は不安、障害者のいる場所が安心 

    ＜数週間後＞ 
・ 復旧作業の優先順位の矛盾：公立学校と私立学校など 
・ 346 万円の簡易プレハブ：建築基準未了で許可下りず->体育館生活の継続 
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    ＜河田神戸防災未来館センター長/PC＞ 
・ 混乱は当然、混乱をやわらげることが大事 
・ 「初動対応」が次の復旧に影響 

->同時にあらゆる手を、      ->情報がなければ適切な対応できない 
->情報取得方法は多様であるべき、 ->被害あるなしの単純情報が貴重 
->直感はだめ、冷静な対応を、  ->事前の予測をもとにした被害状況把握 
->避難所運営に必要なもの   ＝＞ 「事前の準備の大切さ」 

 
「砕けた瓦礫に、そっと置かれた、花の、くやしさ」 「これはいつかあったこと、これはいつか

あること、だからよく記憶すること、だから折り返し記憶すること、このさき、わたしたちが生

きのびるため」 （詩集：生きているということ） 

 
 
4. ライフライン 5 社でのヒアリング 
 
    ＜情報ソース＞ 

・ ドコモ、NTT 東日本、東京ガス、JR 東日本、東京電力 
    ＜共通＞ 

・ 指定公共機関として、阪神淡路大震災の教訓に着実に対応している。 
・ 災害対応はライフライン各社にとって日常の課題である。 

    ＜ドコモ＞ 
・ 指定公共機関としての役割あり、投資ガイドラインはなし、電気通信事業のガ

イドライン（ルート 2 重化、輻輳設備の 2 重化）に準拠 
・ 地下に埋没したケーブルは切断・損傷発生せず 
・ 広域電力の供給が一番不安 
＊ i モードを活用した安否確認システム 
＊ いろいろな情報（道路、電車、電気、水など）をまとめて知れる仕組みが必須 

    ＜NTT 東日本＞ 
・ 指定公共機関として災害対策基本法と電気通信事業法に則り対応 
・ ケーブルの地中化推進 
・ 通信メデイアの多様化と災害タイプ毎の対応効力分析 
＊「１７１」サービス 
  ->常時開放回避方針から常時開放へ->定期的運用への検討 
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  ->26 億の年維持費と設備老朽化問題、2-3 年後の更新に 40-60 億必要->共有へ 
＊ 様々な情報を提供する仕組みは必須 

->防災情報共有プラットフォーム構築の必要性 
    ＜東京ガス＞ 

・ 阪神淡路大震災の後、対応方針を大幅に変更 
  ->供給停止件数を 70 万件規模から 100 万件規模へ 

->供給停止までの時間を 15 時間から 1 時間へ 
  ->復旧 3 ヶ月を 1-2 カ月程度へ 
  ->Supreme:超高密度リアルタイム地震防災システムの開発：人海->回線 

家庭 ：マイコンメーターでの自動遮断 
地域１：地域ガバナ自動遮断 
地域２：低圧導管１０１ブロック＋中圧導管１５ブロック 

・ 全社を挙げた防災訓練：70%参加、シナリオ＋判断訓練 
・ SI センサー技術の台北、トルコへの供与、学会への発表 
＊ 精神論の防災は役に立たない 
＊ 警察、消防、ライフラインなどのミクロ情報の集積した情報必須 

->１企業でなく多数組織の横の連携による生きた情報の確保 
    ＜JR 東日本＞ 

・ 阪神淡路大震災後、 
->緊急耐震補強計画を策定し、12 年度までに完了 
->地震観測情報への対応を含み発生直後の列車緊急停止方針完了 
->「5 つの基本的な考え」策定 
->大規模地震発生時の全社レベルの対応の仕組み完了 

・ 帰宅難民は駅へ情報を求めに来る 
・ 永年定めてきた災害対応の厳格なルールをきっちり実行：鉄道人としての伝統 
＊ 復旧機材を送る道路の確保をどうするか？ 

->緊急車対応は？  ->線路はうらみちの利用なしにたどり着けない 
＊ ライフライン毎の監督官庁が異なることから発生する諸問題あり 

    ＜東京電力＞ 
・ 阪神淡路大震災：電柱の強さ、液状化地域の危険性、火災でやられる変圧器 
・ 電力供給は可能な限り継続、指定機関としての任務まっとうが最優先 
・ 非常態勢発令時は自動呼出しシステムなど、非常災害対策要員確保の仕組み 
・ 人とモノは十分用意してある 
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5. 一般企業、その他有識者のヒアリングから 
 
    ＜情報ソース＞ 

・ 東京理科大学火災科学研究所、レスキュ・ナウ、ニッポン放送、日本 IBM, 
 金融 BCP セミナー、TV 災害関連放送 

    ＜全体＞ 
・ 地域コミュニテイー力のあるところほど、被害を食い止めている 

->防災福祉コミュニテイー、自発的コミュニテイーがたくさん生まれてきた 
->防災コミュニテーの中心になる企業：社長も一緒に訓練、お祭りも一緒 

＊ 帰宅難民はレスキュウ隊へ変身できる 
＊ ミクロ情報・現地情報が重要：誰かが情報を持っている、少しずつ持っている 

->国のお墨付きがあり、民間の感性で準備・展開できる仕組みが必須 
・ 火災保険・地震保険は地域と家の防災対策レベルに応じた料率の適用を 
・ 「安全」から「安心」へ 
・ ライフラインの確保や道路規制への割り切りは普段からの住民と合意形成で 
・ アナログでの情報収集の仕組み作りも平行して講ずべし 
・ 瓦礫の対応（処分判断、運び方、運び先など）の事前協議と地域の合意を 
・ 災害廃棄物処理取り扱い方針：誰が、どこへ、どうやって、最終処分は？ 
・ 修学旅行に広島ドームと神戸防災センターを 

    ＜ニッポン放送＞ 
・ 280 ビル 50 万人対象の紙ベースでの被災情報収集とラジオ放送 
・ 都内、神奈川私立小中学校 600 校 50 万人対象の Fax とラジオの学校安否情報 
・ タクシー防災レポーター：43 社 47 台、193 名 

    ＜イトーヨーカドー＞ 
・ スーパーの在庫は数日分。供給体制の稼動可否が鍵 
・ 地元の合意を得た物流への交通規制の準備要：優先順位を整理する時期に来た 
・ 店舗の中のセイフテイーゾーン、防災に強いイトーヨーカドー、安心な場所 
・ 地域連携した防災訓練の推進 

    ＜日本 IBM＞ 
・ セキュリテイーオペレイションズ部門で専任体制での対応 
・ 企業資産とは？セキュリテイーの目的？保護プログラム？災害対策？：定義済 
・ 対策本部組織、機能と役割、責任者名（それぞれ 3 名）：決定済 
・ 社員の８割の水・食料９食分準備済 
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・ 仕組みのない会社が 3-5 割、あっても形式的。片手間ではできない。 
・ 各事業所の地域との連携が課題：取っ掛かりがない 

    ＜レスキューナウドットコム＞ 
・ 防災の重要性と現状の問題に目覚めたベンチュアー企業 
・ 企業向け安否確認、利用者個別の災害情報配信（DLC 理論）、危機管理コンサ

ル、自治体、ボランテイア、行政との地道な活動 
＝＞こういう事業を皆で育てていかなければいけない、自分達の為にも、 

 
 
6. 提言 
 

（１） 「安否確認」は最優先事項：事前準備 
・ 家族向けと従業員向け 
・ NTT の「１７１」、ドコモの「災害伝言版」 
・ レスキューの「安否確認サービス」、自社用の「安否確認システム」など 
・ 「１７１」の日常使用の展開とピーク訓練実施：伝言版/日常＋非日常 
・ 「１７１」の全キャリア共有を前提にしたシステム更新 

（２） 一般企業の事業所単位での地域との連携 
・ 防災 X 品の準備・保管・提供（ジャッキー等＋水・食料）を取っ掛かりに 
・ 家族安否確認済み社員の「帰宅難民からレスキュウ要員」への変身 

（３） 障害者の方々のタイプ別避難場所の事前の周知徹底 
・ 避難場所は学校/体育館だけでなく福利厚生施設の活用も 
・ 病院の補完ネットワーク 

（４） ミクロ/現場情報の包括提供手段 
・ 現場から情報を吸い上げるだけの仕組みではなく、共有できる仕組み 
・ 警察、消防、自治体、ライフライン企業、メデイアなど全員参加の仕組み 
・ タクシー防災レポーター、コンビニ情報、個人情報などとの融合 
・ RFID と笛：RFID とインフラ融合->被害あるなしの単純情報収集 
・ あらゆる救済手段の融合的活用 

＝＞防災情報共有プラットフォーム構築 
＝＞個人別 DLC エンジン（レスキュウ）の活用 
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（５） 「災害緊急特区」の制定：通常の規制適用の制限や災対規制の事前準備 
   海外からの医療団の受け入れ 
   ボランテイアの受け入れ 
   道路規制・緊急車両区分 

瓦礫除去と倒壊家屋の処理方針 
救援物資の搬送、保管、配布の仕組み 
仮説住宅用地候補選定 
建築基準法外の簡易住宅対策 
特区への救援物資提供者への損金参入策 
などを地域毎に事前制定し、防災への対応能力を高める施策 

（６） 防災の「ブランデイング」：災害大国ゆえの仕組みや商品や教育と倫理 
・ 売買・賃貸される家は全て耐震診断済みの家 
・ 耐震性のレベルに応じた固定資産税割引適用 
・ 全ての電柱に RFID？ソーシャル・ユーテイリテイー？災害に強い無線？ 
・ などなど 

（７） SRI(社会的責任投資)ならぬ「防災責任投資ファンド」の新設・運用 
（８） 適切な BCP 戦略への投資 

・ 通信、銀行、金融サービス ・ 電力、航空、医療  ・小売、運輸、物流 
・ 素材、科学  ・ 食品  ・ 製造、消費財製造 

（９） 様々な防災投資への税制上の特別措置  
＋ 特別会計の一定率を災害基金積み立てへ 

 
 
 
 
「ローマ帝国（二代皇帝テイベリウスの時代）」 

① 皇帝公庫から義捐金を被害者に配る 

② 近くの基地から軍団が駆けつけインフラ復旧工事をする 

③ 元老院が調査団を出し、属州税の免除期間を決める 

 
「なせばなる、なさねばならぬ、なすまでは、なせぬは人のなさぬなりけり」（米沢藩上杉鷹山公） 
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資料２
（民間と市場の力を活用した防災力向上に関する専門調査会）

市場・防災社会システム分科会の今後の方向性について（案）

Ⅰ 目指すべき目標

官民連携して災害に強い社会 をつくる"A Nation Prepared"
⇒国民共有の目標とそれを達成するための戦略

☆「災害に強い社会」とは、社会の構成員が

●備えるべき災害についての知識を持ち

●人命・財産を災害から守るために何をするべきかを知り

●そのために日頃から戦略的に準備すること

→ 参考資料１－１

☆一般の個人、企業等にとって何が出来るかを明らかにすることで、

①それを支援、推進するための環境整備を行政が施策として立案、実施

②行政が責任をもって行うべきことが明確化

Ⅱ 課題と方向性

１ 災害知識、情報

＜これまでの取り組み＞

・東海地震等被害想定公表（中央防災会議）

・防災・危機管理ｅ－カレッジ（消防庁） →参考資料１－２

・地震防災マップ等の取り組み →参考資料１－３

・各種政府広報

・自治体の取り組み（あいち防災カレッジ）

・情報の精度や時間短縮への取り組み（気象庁 緊急地震速報）
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＜課題と方向性＞

○防災意識の低下・風化

⇒ 日常的に防災を意識する社会的工夫 （ 防災マーク ）「 」

○災害リスクに対する認知的不協和

⇒ マクロな被害予測、確率評価だけではなく、地域安全度等を具体的に

評価、公表

○住宅ローンと火災保険の関係と同様、市場における地震保険の普及策

○地域ぐるみの学習会、防災教育等の取り組み支援【防災まちづくり】

○ＮＰＯ活動等支援（ＣＤ説法士、地震火山こどもサマースクール）

２ 具体的防災対策

① 事前の減災対策

●個人レベル

・住宅耐震化

・家具転倒防止、ガラス飛散防止、出火防止

＜課題と方向性＞

・耐震補強工事に関する情報の非対称性解消 ⇒ポータルサイト構築等

・耐震性が不動産市場で適切に評価される基準などの仕組み

・耐震化等の取り組みが日常的メリットになるような仕組み

・耐震化のメリットは地域へ及ぶ ⇒ 費用負担の問題

※参考

・ アートのプロセブン」サービス →参考資料２－１「

・住宅性能評価制度

・静岡県の「住宅直し隊」登録制度

・地震保険の料率

・建築基準法改正案
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●企業レベル

・自社構造物等安全性確保

※ 各種規制等

・従業員安全確保

・提供する家電、ガス製品等の安全性向上

・提供する製品、サービス等に防災性能付加・向上

・民間サービスとしての防災情報提供

⇒ ※参考

ＮＡＶＩＴ、レスキューナウ、ＳＢＳ情報システム等

→参考資料２－２

＜課題と方向性＞

・防災対策の費用対効果が不明確 ⇒ 「防災会計」

・防災対策を適切に実施している企業の社会的評価

⇒ ディスクロージャー、ＣＳＲ

企業情報ポータルサイト、表彰制度等

・製品、サービスの防災性能評価

⇒ 「防災マーク 、ポータルサイト、技術開発支援」

・情報提供サービスビジネス（特にベンチャー）への支援

⇒ 情報提供、活用の協定等

・防災関係市場拡大の呼び水、防災対策を市場経済にビルトイン

② 災害発生時の対応

●個人レベル

・救助活動（地域での助け合い）

・災害救援ボランティア

＜課題と方向性＞

・地域での取り組み支援【防災まちづくり】

・ボランティア等の活動環境整備
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●企業レベル

・被害確認、二次災害等防止

・業務継続（⇒ＢＣＰ）

・協力会社等の復旧支援

・災害救援、復旧・復興活動への協力（協定、地域貢献）

＜課題と方向性＞

・生活必需品供給業務等の円滑な継続に向けた環境整備

・地域における連携【防災まちづくり】

３ 戦略的備え

●個人レベル

・避難路等確認、防災訓練参加

・初期消火用器具等準備

・家族等連絡方法

・保険

＜課題と方向性＞

・地域での取り組み支援【防災まちづくり】

・防災ＧＩＳ等の利用促進や精度向上

・地震保険の普及策

●企業レベル

・ＢＣＰ（導入率低い）

・リスクファイナンス（保険、キャットボンド、キャプティブ等）

・自治体との協定

・物資備蓄等

・地域、近隣企業との協力関係構築

・従業員、家族安否確認・支援対策

・救命知識をもった人材等養成
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※首都直下専門調査会（第４回）資料３別紙 →参考資料３－１

＜課題と方向性＞

・ＢＣＰに関するガイドライン等作成

・ベストプラクティス事例収集、公表

・リスクファイナンスに関する課題の整理と検討

・協定に係る各種課題 ⇒ 費用負担明確化、税制等の環境整備

・地域防災計画との連携

※参考

・ＪＩＳＱ２００１

・米国ＳＩＡによるＢＣＰガイドライン、ベストプラクティス

→参考資料３－２

・ＦＥＭＡ （ＣＡＲ）"State Capability Assessment for Readiness"

・内閣府 地域防災力評価診断手法

・消防庁「地方公共団体の地域防災力・危機管理能力評価指針」

→以上、参考資料３－３

・経済産業省「リスク新時代の内部統制」

→参考資料３－４
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